






















































の階位 智顗疏 元暁記 義寂疏 勝荘記 法蔵疏『述記』智周疏 法銑疏 太賢記 明曠疏
発心 共地（共の十地） 十信 十信 十信 （信） 十信 十信 十信 十信 名字
十発趣 初十心（十住） 十解 十解・十住 十解 十住 十解 十住 十住 十住 十住
十長養 中十心（十行） 十解 十行 十行 十行 十行 十行 十行 十行 十行
十金剛 後十心（十廻向）十廻向 十廻向 十廻向 十廻向 十廻向 十廻向 十廻向 十廻向 十廻向










































12　元暁記巻上（X38, 278c7-24）、義寂疏巻上（T40, 662c24-663a8）、勝荘記巻上本（X38, 
402b1-17）、法蔵疏巻第一（T40, 607c6-10）、『述記』巻第一（T85, 738b10-739c21）、智




























































































（ 36 ）　　創価大学人文論集　第 33 号












































































































































































































































































五品弟子 十乗観法 十乗観法 十乗観法 （略）
十信 十乗観法 十乗観法 十乗観法 十乗観法大白牛車の譬喩
十住
（十発趣） （十徳） - 十乗観法 十乗観法
十行
（十長養） - - （略） 十乗観法
十廻向
（十金剛） - - （略） 十乗観法
十地 - - （略） 十乗観法
等覚 - - （略） （略）













































































（ 46 ）　　創価大学人文論集　第 33 号
法が行じ続けられていると想定される。






































































































































































十乗観法 『輔行』 『止観大意』 『天台八教大意』 明曠疏
①観不思議境 大車高広 其事高広乃至道場 其車高広 其車高広
②発慈悲心 幰蓋慈悲、宝縄交絡 張設幰蓋等 又於其上張設幰蓋等 張設幰蓋
③巧安定慧 安置丹枕（車内枕） 安置丹枕（車内枕） 安置丹枕（車内枕） 安置丹枕
④破法遍 其疾如風 其疾如風 其疾如風 其疾如風
⑤識通塞 安置丹枕（車外枕） 安置丹枕（車外枕） 車外枕 車外枕
⑥道品調適 始自白牛、終至平正 有大白牛等 有大白牛等 有大白牛





⑨能安忍 - - 自在無礙


















（ 52 ）　　創価大学人文論集　第 33 号
（六根清浄位、相似即）、十住から十地までの四位や十発趣などの階位によっ
て解釈する点が共通している。『輔行』はこの点に関して『摩訶止観』を踏まえ、
前の七つは車体や具度（装備）であり、後ろ三つ（第八から第十まで）は乗り
物が行く所であると述べている 63。
5．結語
　本論では、天台教学における円教の立場から『梵網経』を注釈する明曠疏
において、『梵網経』の階位説に対する解釈にどのような特徴があるのかを、
智顗疏ならびに明曠疏以前の諸注釈書とも比較しながら検討した。その結果、
以下の諸点が明らかになった。
　まず、「発心［菩薩］」について諸注釈書が十信位によって解釈するのに対し、
智顗疏は共の十地の菩薩、明曠疏は名字即に対応させている。智顗疏が通教
の菩薩と解しているところを、明曠疏は円教に基づいていることが明らかで
ある。
　その明曠疏の階位説を、智顗疏「階位」に示された円教の説と比較すると、
明曠疏が智顗疏を踏襲した様相は見られず、妙覚位に至るまでの各階位にお
いて一貫して十乗観法によって解釈していること、十信位において十乗観法
と大白牛車の譬喩を対応させていることの二点が特徴として浮かび上がる。
第一の点について明曠疏の説は、『法華玄義』、その「私謂」の部分、そして『釈
籤』の順に明示的に広がっている十乗観法の解釈に基づき、円教の立場を徹
底したものと考えることが可能であろう。第二の点については、十乗観法と
大白牛車の譬喩との対応関係を『摩訶止観』よりもはっきりと示した『止観大
意』等を参照したと見られる。
　以上のように、明曠疏の階位説に見られる特徴は、智顗から湛然までに至
る解釈に沿うものであり、とくに師の湛然の影響が考えられる。明曠による
63　注59の「前七正明」以下を参照。
明曠『天台菩薩戒疏』の階位説と十乗観法（ 53 ）
化法の四教それぞれの階位説としては『天台八教大意』に詳しく示されてい
るため、別の機会に明曠疏との関係を検討したい。
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